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TCFDは、気候変動の財務影響の開示を求めている

財務上の影響の把握

経営戦略
リスク管理への反映

財務報告書等での開示

TCFDは、全ての企業に対し、①2℃目標等の気候シナリオを用いて、
②自社の気候関連リスク・機会を評価し、③経営戦略・リスク管理へ
反映、④その財務上の影響を把握、開示することを求めている

出所 金融庁 金融安定理事会による「気候関連財務情報開示タスクフォースによる最終報告書」に関する説明会 資料 気候関連財務情報開示タスクフォー
ス（TCFD）による報告書について 9ページから環境省作成

気候関連リスク 気候関連機会
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TCFD提言に沿ったシナリオ分析支援

6月17日～
7月13日

1月頃7月21日 前半：7月下旬~
後半：10月上旬~

合同説明会 社内共同勉強会

• 気候変動の財務影響が概ね分かる
• シナリオ分析手法のさわりが概ね理解できる（細か
いチューニングは必要）

• カーボンニュートラルに向けた気候変動経営を進め
る、ネクストステップが分かる

• 経営層を含む社内の気候変動への理解が深まる

支援を受けた後の変化・得られるメリット

企業

（気候変動が問題だというけど・・・・）
• 気候変動の自社の影響が分からない
• TCFDに対応するべきと聞くが、シナリオ分析が難し
い

• カーボンニュートラルを見据えた1.5℃シナリオのやり
方が分からない

• 経営層が気候変動について理解してくれない

現状の課題

採択

専門家

支援 • TCFDの概要解説
• シナリオ分析の概要
解説

• 支援面談の実施につ
いて説明

• 現状の事業戦略に関するヒアリング
• リスク・機会の重要度決定に向けたディスカッション
• シナリオに関する情報提供
• シナリオ分析結果についてディスカッション
• 検討体制についてディスカッション

• リスク・機会についての報告、
ディスカッション

• シナリオ分析についての報告、
ディスカッション

支援面談（全5回）

合同成果報告会

※スケジュールは変更の可能性があります

公募

気候変動の経営インパクト・財務影響を把握可能
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シナリオ分析支援アウトプットイメージ（1/2）

リスク・機会項目 事業インパクト
評価

大分類 小分類 指標 考察（例）：リスク 考察（例）：機会

移行
リスク

炭素価格 収益
炭素価格が導入されることで化石燃料の需要が減少
（≒石油プラント需要の減少）すると予想されるため、
PLに中規模な影響を及ぼす

炭素税市場の発展により、水素・CCU・バイオベースの化学産業、
分散化ユーティリティなど低炭素エネルギー市場で新たな機会
が生まれる可能性がある

大

各国の炭素排出目標
／政策（補助金含む）

収益 規制強化により、化石燃料由来のプラント発注に影響
が出て、PLに影響を及ぼす

政策的支援が進むことでグリーンエネルギーや水素等の市場が
拡大すると予想され、プラント・エネルギー輸送などの需要が高
まりビジネス機会が生まれる

エネルギーミックスの
変化

収益 化石燃料由来の発電割合が変更され、プラント発注に
影響が出るため、PLに大規模な影響を及ぼす

LNG・天然ガスなどの石炭代替によりプラント製造の需要が高ま
る可能性があり、リスクと同時に機会ともなりうる

グリーンエネルギー等の需要の増加により、新たなビジネス機会
が生まれる

エネルギー需要推移 収益

ガソリン需要が減少し、石油精製プラントの発注が減
少することで、PLに大規模な影響を及ぼす
プラント規模の小型化、顧客と地域の多様化によって
ビジネスチャンスの減少が発生

LNG・天然ガスなどを低炭素燃料として推進することで、新規市
場（北米・アジアでは輸出入量が増加）でのビジネス機会が生ま
れる
水素・CCU・バイオベースの化学産業、分散化ユーティリティ な
ど低炭素エネルギー市場で新たな機会が生まれる可能性がある

低炭素技術の普及 収益
電気自動車の普及が起こり、ガソリンなどの需要が減
少し、石油プラント受注量に影響することで、PLに影響
を及ぼす

LNG・天然ガスなどを低炭素燃料として推進することで、新規市
場（北米・アジアでは輸出入量が増加）でのビジネス機会が生ま
れる
水素・CCU・バイオベースの化学産業、分散化ユーティリティ な
ど低炭素エネルギー市場で新たな機会が生まれる可能性がある

次世代技術の進展
収益
支出

脱炭素素材（バイオプラ等）の普及により、石油製品の
市場規模が減少、石油精製プラントの発注に大規模な
影響を及ぼす

水素・CCU・バイオベースの化学産業、分散化ユーティリティ な
ど低炭素エネルギー市場で新たな機会が生まれる可能性がある

その他

顧客の評判変化、投資
家の評判変化、平均気
温の上昇、海面上昇、
異常気象の激甚化

収益
支出

石油やLNG（の一部）についてダイベストメントが加速
し、プラント発注が減少・中止。また、プロジェクトの延
期・キャンセルが発生しPLに影響を及ぼす
異常気象による工期遅延が発生し、建設時のコスト増
加によってPLに影響を及ぼす …等

再生可能エネルギー等の低炭素社会実現に向けたプロジェクト
受注により、投資家の評価が向上する
自然災害に対して強靭なプラントへの需要増加が予想 …等

小～
中

リスク・機会項目 事業インパクト
評価

大分類 小分類 指標 考察（例）：リスク 考察（例）：機会

移行
リスク

炭素価格 収益
炭素価格が導入されることで化石燃料の需要が減少
（≒石油プラント需要の減少）すると予想されるため、
PLに中規模な影響を及ぼす

炭素税市場の発展により、水素・CCU・バイオベースの化学産業、
分散化ユーティリティなど低炭素エネルギー市場で新たな機会
が生まれる可能性がある

大

各国の炭素排出目標
／政策（補助金含む）

収益 規制強化により、化石燃料由来のプラント発注に影響
が出て、PLに影響を及ぼす

政策的支援が進むことでグリーンエネルギーや水素等の市場が
拡大すると予想され、プラント・エネルギー輸送などの需要が高
まりビジネス機会が生まれる

エネルギーミックスの
変化

収益 化石燃料由来の発電割合が変更され、プラント発注に
影響が出るため、PLに大規模な影響を及ぼす

LNG・天然ガスなどの石炭代替によりプラント製造の需要が高ま
る可能性があり、リスクと同時に機会ともなりうる

グリーンエネルギー等の需要の増加により、新たなビジネス機会
が生まれる

エネルギー需要推移 収益

ガソリン需要が減少し、石油精製プラントの発注が減
少することで、PLに大規模な影響を及ぼす
プラント規模の小型化、顧客と地域の多様化によって
ビジネスチャンスの減少が発生

LNG・天然ガスなどを低炭素燃料として推進することで、新規市
場（北米・アジアでは輸出入量が増加）でのビジネス機会が生ま
れる
水素・CCU・バイオベースの化学産業、分散化ユーティリティ な
ど低炭素エネルギー市場で新たな機会が生まれる可能性がある

低炭素技術の普及 収益
電気自動車の普及が起こり、ガソリンなどの需要が減
少し、石油プラント受注量に影響することで、PLに影響
を及ぼす

LNG・天然ガスなどを低炭素燃料として推進することで、新規市
場（北米・アジアでは輸出入量が増加）でのビジネス機会が生ま
れる
水素・CCU・バイオベースの化学産業、分散化ユーティリティ な
ど低炭素エネルギー市場で新たな機会が生まれる可能性がある

次世代技術の進展
収益
支出

脱炭素素材（バイオプラ等）の普及により、石油製品の
市場規模が減少、石油精製プラントの発注に大規模な
影響を及ぼす

水素・CCU・バイオベースの化学産業、分散化ユーティリティ な
ど低炭素エネルギー市場で新たな機会が生まれる可能性がある

その他

顧客の評判変化、投資
家の評判変化、平均気
温の上昇、海面上昇、
異常気象の激甚化

収益
支出

石油やLNG（の一部）についてダイベストメントが加速
し、プラント発注が減少・中止。また、プロジェクトの延
期・キャンセルが発生しPLに影響を及ぼす
異常気象による工期遅延が発生し、建設時のコスト増
加によってPLに影響を及ぼす …等

再生可能エネルギー等の低炭素社会実現に向けたプロジェクト
受注により、投資家の評価が向上する
自然災害に対して強靭なプラントへの需要増加が予想 …等

小～
中

自社のリスク・機会の把握と、シナリオ選定結果イメージ

重要なリスク・機会
の特定

気候変動の影響が
大きい事業領域の特定

リスク・機会に関連する
パラメータの設定

気候変動シナリオと
時間軸の設定

各シナリオにおける
事業へのインパクトの評価

リスク・機会に関する
今後の対応策の検討

11

22

33

44

55

66

支援のステップ
1 2

3 4

気候変動の影響が大きい
事業領域の特定 重要なリスク・機会の特定

リスク・機会に関連する
パラメータの設定気候変動シナリオと時間軸の設定
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シナリオ分析支援アウトプットイメージ（2/2）

事業インパクト評価結果イメージ

重要なリスク・機会
の特定

気候変動の影響が
大きい事業領域の特定

リスク・機会に関連する
パラメータの設定

気候変動シナリオと
時間軸の設定

各シナリオにおける
事業へのインパクトの評価

リスク・機会に関する
今後の対応策の検討

11

22

33

44

55

66

支援のステップ 5 各シナリオにおける事業へのインパクトの評価

6 5 を基に対応策を検討
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支援結果取りまとめイメージ

各社の支援結果をガイドラインとして公開予定

出所 環境省「TCFDを活用した経営戦略立案のススメ～気候関連リスク・機会を織り込むシナリオ分析実践ガイドver3.0~」

令和2年度の支援結果については
「環境省 TCFD」で検索

http://www.env.go.jp/policy/tcfd.html
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シナリオ分析支援の公募概要
【公募対象】
• TCFDに沿った気候リスク・機会のシナリオ分析支援を希望する企業
• TCFDに沿った気候変動のリスク・機会のシナリオ分析において、1.5℃シナリオの分析の実施経験がな
い企業

• 事前面談と5回程度のWeb会議等での面談、1回の社内共同勉強会（企業の環境・CSR部門、他
部門、経営陣参加）が開催できる企業

• 環境省WEBサイトへの掲載やTCFD関連イベントでの公開、本事業の成果を踏まえたTCFDのフレーム
ワークに沿ったシナリオ分析の横展開の際に、情報提供などの協力が可能な企業

【募集企業数】 計7社程度

【募集期間】 令和3年6月17日（木）～令和3年7月13日（火）

【公募先、連絡先】
• TCFD提言に沿った気候リスク・機会のシナリオ分析支援事務局
（デロイト トーマツ コンサルティング合同会社内）

• メール：scplan@tohmatsu.co.jp
※よくある質問については、資料3「公募正式書類」の「7 よくある質問」を参照

※スケジュールは変更の可能性があります
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シナリオ分析支援の支援内容
1. 合同説明会の実施（1回、7月21日/WEB開催予定）※全応募企業参加可能

TCFD・シナリオ分析の概要解説
支援面談のスケジュール、実施項目、事前面談に向けた事前準備事項の説明

2. シナリオ分析の支援面談実施（5回） ※採択企業のみ
＜1回目＞
TCFD、シナリオ分析に関する質疑応答
現状の事業戦略に関するヒアリング
リスク・機会、情報開示、1.5℃シナリオ及び1.5℃へのトランジションに関する情報提供

＜2回目＞
リスク・機会の重要度決定に向けたディスカッション
シナリオに関する情報提供
事業戦略における世界観との整合性についての検討

＜3回目＞
シナリオ決定、シナリオとリスク・機会との対応関係についてのディスカッション

＜4回目＞
シナリオ分析結果についてのディスカッション（1）
各シナリオにおける事業へのインパクトについてのディスカッション

＜5回目＞
シナリオ分析結果についてのディスカッション（2）
シナリオ分析結果を受けた今後の対応策、および情報開示についてのディスカッション

3. 社内共同勉強会実施（1回） ※採択企業のみ
リスク・機会およびシナリオ分析結果についての報告、ディスカッション

4. 合同成果報告会（1回） ※採択企業のみ
シナリオ分析実施企業によるシナリオ分析成果の発表、情報交換

※スケジュールは変更の可能性があります




